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概要：日本語における「～よ」「～ね」などの文末の終助詞は日本語のコミュニケーションの中で重要な役割を果た

しているが，現在の日本語教育の教材において，教師による授業であれ自学用のデジタル教材であれ，終助詞に対す

る指導が充分に行き届いていない現状がある．本研究では，シーン動画と解説動画による教育動画コンテンツの開発

に加え，学習者が実践的な発音練習を行えるようにするため，自動音声分析・可視化・評価などの機能を備えた外国

語教育用オンライン音声教材を構築できるオーサリングシステムを用いて，イントネーションの発音練習タスクを設

定した．開発した教材を試用してもらい効果を検証するため，日本語習熟度が中～上級レベルの 21 名の日本語学習

者を対象に実験を行った．結果として，オーサリングシステムを用いた終助詞のイントネーション発音練習タスクの

中で，1回目よりその後の実施の自動評価スコアが上がったものが 80.5%，1 回目と比較してその後のスコアの平均値

が上がったものが 64.4%であり，一定のイントネーション練習効果があったことが示された．また，評価アンケート

では，参加者全員が今回の終助詞のデジタル教材とイントネーション練習の有用性を高く評価した．たとえば「イン

トネーションの練習への評価」に対する回答平均値は 7 段階中 6.43，「今後も本教材を使用し続けたい意欲」への回

答平均値は 7 段階中 6.24であった． 

 

 

1. はじめに 

 日本語の日常会話において，終助詞が重要な役割を担っ

ている．しかし，現状の日本語教育において，終助詞の指

導に関する検討があまり行われていない現状がある．教育

現場で現在よく使用されている日本語教育の教科書（『みん

なの日本語』，『標準日本語』など）には，終助詞を体系的

に学べる内容が含まれていない．また，終助詞を発音する

際のイントネーションに関しては「上昇調は疑問，下降調

は主張」といった簡潔な説明のみとなっている．その結果

として，上級の日本語学習者であっても，異なる終助詞の

機能やイントネーションの適切な使い分けが難しい現状が

ある（轟木・山下, 2013）[1]．一方で，近年インターネッ

ト上で公開されている日本語教育のデジタル教材（『日本語

発音ラボ』[2]，『つたえるはつおん』[3]など）を調査した

結果として，アクセントやリズムを取り上げたコンテンツ

は初級・中級の学習者向けのものがほとんどで，上級の学

習者向けのコンテンツは少ないと言える．また，発音を題

材としたデジタル教材は，発音に関する知識のポイントに

ついては明瞭な説明が提供されているが，効果的な発音練

習の手段がまだ不足しており，主に聞き取り練習や自動フ

ィードバック機能無しの発音練習が中心となっている． 

 そこで本研究では，複数の日本語終助詞を対象に，中～

上級の日本語学習者が適切な用法を学べる会話シーン動画 

と動画解説を作成した．更に適切なイントネーションのピ 
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ッチ曲線の可視化と自動評価が可能なオーサリングシステ

ムによる発音練習タスクを用意することで，日本語学習者

が効果的に発音できるようにし，これらをウェブサイトに

まとめた終助詞のデジタル教材を開発しその効果を検証し

た．学習対象とする終助詞の種類や用法の選定は，筆者ら

が実施した日本語テレビドラマ台詞コーパス構築による日

本語の終助詞分析の成果に基づいて行った（王・冬野, 2023）

[4]．本稿では，デジタル教材の開発の詳細と，21 名の日本

語学習者が教材を試用した検証実験の結果について報告す

る．  

2. 先行研究 

2.1 日本語教育のデジタル教材に関する考察 

 日本語教育のデジタル教材は内容や対象となるユーザー

などによりさまざまなものがある．たとえば『にほんご発

音ラボ』は，日本語の重要な語や文型のアクセントとリズ

ムを題材として，歌を使った教材ビデオや発音ドリルビデ

オなどの動画で説明と練習を提供している（吉田, 2020）[5]．

『日本語発音ラボ』は母音の無声化や複合語アクセントな

どの内容を課題として，画像・テキスト・音声の形式で説

明と練習を行う教材である．更に，このサイトは主に教師

向けのコンテンツとなっており，教師が授業で使用できる

音声付きスライドと，教師が練習効果を確認するための課

題用コンテンツを備えている（柳澤・邊, 2021）． 

『つたえるはつおん』はアクセントとリズムの学習に加

え，相槌の方法や方言など実際の会話で役に立ちそうな

様々な知識を題材として，説明動画とリスニング練習コン

テンツの形式で作られている（木下・田川・角南, 2020）．

また，以上の発音に焦点をあてた教材とタイプが異なるも



 

のとして，『アニメ・漫画の日本語』は役割語の用法を中心

に，キャラクターのボイスをつけたインタラクティブな漫

画や，音声データを含むクイズ・ゲームなどの形で構成さ

れている[6]． 

 以上の既存教材を踏まえ，日本語学習者にとって理解し

やすく興味を引く解説を提供する目的から，本研究では動

画形式で解説を行うことにした．更に，学習者が効果的な

イントネーションの練習を行えるようにするため，音声の

自動分析・可視化・評価などの機能を備えたオンライン音

声教材を構築できるオーサリングシステム（峯松他, 2022; 

2023）を用いて，イントネーション（ピッチ）を可視化し

自動評価を行う発音練習用タスクを設定した[7] [8]． 

2.2 オーサリングシステムを用いたイントネーションの可視化

とスコア化 

 本研究で使用したオーサリングシステムは，峯松他

（2022; 2023）が開発した，外国語教育用オンライン音声

教材を構築するためのシステムであり，長年の音声研究の

成果による自動音声分析・可視化・評価などの技術が組み

込まれたものである．本システムではシャドウイングやオ

ーバーラッピングなど複数の練習形式でスピーキング練習

タスクを設定できる．今回は本教材用の練習タスクを「オ

ーバーラッピング」形式で作成した． 

 オーバーラッピング形式のタスクでは，学習者はモデル

音声を聞いて提示されたスクリプトを見ながら自身の練習

音声を録音することができる（図 1）．また，録音の直後に，

モデル音声と学習者音声のピッチ曲線の差異が可視化され，

モデル音声と学習者音声の違いを視覚的に確認できる（図

2）．更に，プログラムによる自動評価が行われ，タスク実

施ごとにスコアが表示される．スコアはモデル音声と学習

者音声のピッチ曲線がどの程度重なっているかにより評価

され増減するため，学習者はモデル音声を注意深く聞き，

モデル話者の発音のイントネーション，リズム，ポーズ，

テンポなどをできるだけ模倣するよう意識して練習する必

要がある（峯松他, 2023）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 終助詞学習用のデジタル教材の作成 

 本教材の対象となる終助詞について，まず日本語テレビ

ドラマ台詞データベース構築による日本語の終助詞分析の

成果に基づき（王・冬野, 2023），学習者にとって汎用性と

必要性の高そうな終助詞の用法を選定した（付録）．次に，

コーパスデータより，会話のフォーマルさの度合いや，相

手との年齢差や社会的関係性を踏まえて会話で問題なく使

用できる相手など，それらの終助詞が用いられる会話シー

ンの特徴を分析し，適切な会話シーンを 6 種類設定した（図

3）．シーンごとに学習ユニットを組み，それぞれのシーン

のためにオリジナルの会話台本を 6 本制作した．会話シー

ンごとに，シーン動画と説明動画を制作し，合計 12 本の動

画教材を制作した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説明動画では，先述した会話のフォーマル度や会話相手，

意図に応じた適切なイントネーションなど，終助詞を使う

上で注意すべき点を解説した．また，異なる終助詞のニュ

アンスをモデル発音から正確に伝えるため，本教材におけ

る会話音声は日本語母語話者の声優（男性１名，女性１名）

に依頼して制作した（図 4）． 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 3 本教材における会話シーンの例 

図 4 説明動画の例 

 図 1 オーバーラッピングの練習ページ 

図 2 ピッチ曲線図（黒色がモデル音声のピッチ， 

緑色が学習者の練習音声のピッチ） 



 

イントネーション練習について，シーン動画の中で特に

重要な例文を抽出して，オーサリングシステムを用いて発

音練習タスクを作成した．１ユニットにつき平均 3.7 個の

タスクが作成された．最後に以上の動画教材と練習タスク

を説明テキストと共にウェブサイトにまとめ，『外国人の終

助詞教室』というウェブサイト形式のデジタル教材を作成

した（https://wss20200202.wixsite.com/shujoshi）． 

4. 開発した教材の効果検証実験 

4.1 実験参加者 

 日本語レベルが N2 以上の中国人の日本語学習者合計 21

名を対象に，教材の試用検証実験を行った．参加者は女性

13 名，男性 7 名，未回答 1 名であり，日本語習熟度は日本

語能力試験（JLPT）で N1 レベルが 17 名，N2 レベルが 4

名であった．実験者は JLPT N1 を保有かつ日本に数年間の

留学経験があり，外国語としての日本語を１年ほど指導し

たことのある中国語母語話者である．本実験では，実験者

が参加者に個別に教材の使い方の説明をしながら試用して

もらった． 

4.2 実験手順 

 本実験はビデオ会議システム・Tencent Meeting により遠

隔で行われた．実験参加者のイントネーション発音練習デ

ータを保存するため，オーサリングシステム用の学習者ア

カウントをそれぞれの参加者ごとに作成した． 

まず，全参加者に共通の学習ユニットとして，『先生と学

校での会話』というユニットのシーン動画と説明動画を見

てもらい，関連する終助詞の使い分けを動画で学んでから

イントネーション練習を実施してもらった．次にオーサリ

ングシステム内で終助詞に関するコースを開いてもらい，

録音設備と録音環境の確認作業を行った後に，イントネー

ション発音練習を実施した．一つのユニットには 3～4 個の

タスクがあり，各タスクにそれぞれ 3 回の練習（録音機能

つき）が組み込まれている．まず実験参加者に数回ほど録

音せずに練習してもらってから，本番の練習タスクを実施

した．タスク内の 3 回の練習の中で，1 回目は録音のやり

直し不可の設定で，2 回目と 3 回目は実施後に学習者の判

断により再録音するかどうか決めることができる設定とし

た．以上より，学習者の練習音声データとそれに紐づくス

コアデータが各タスクで合計 3 種ずつ保存された． 

実験中に予期しない環境音（例：玄関チャイムの音，エ

アコンの音など）が入ってしまったことでピッチ曲線とス

コアに強く影響が出た場合は実験者が依頼して再度録音し

てもらった．なお，実験中に実験参加者が終助詞のイント

ネーションを明らかに間違えているけどピッチ曲線図に認

識不足の場合，1 度だけ実験者が口頭でピッチ曲線図への

指摘と説明を行った． 

 以上の共通ユニットにおけるイントネーション練習が終

わった後，残りの 5 ユニットの中から実験者に自身の興味

関心に基づいて一つのユニットを選んでもらい，シーン動

画視聴➡説明動画視聴➡イントネーション練習の流れを実

施した．このユニットでの学習が終了後，アンケートに答

えてもらった．また，アンケート終了後に所感を尋ねる短

い口頭インタビューも実施した． 

5. 結果と考察 

5.1 実験  

 実験において，合計 120 件のイントネーション練習の音

声データとスコアデータが収集された．システムエラーの

あったデータを除外し，最終的に合計 118 件のデータが分

析対象となった． 

分析により，自動評価されたピッチスコアは様々な要因

により影響されていることが明らかになった： 

① ネット環境：ネット速度が遅いと，モデル音声のファ

イル再生が遅くなり，学習者が自身の音声とモデル

音声のピッチ曲線を重ねることが困難になる．今回

は海外の参加者もいたため，遠隔ビデオ会議で実施

し，ネット環境は各参加者が用意していた．  

② モデル音声を模倣する難易度：一部のキャラクターの

モデル音声ではイントネーションが高すぎあるいは

低すぎ，学習者にとっては模倣し難しいイントネー

ションであることがわかった．声優に依頼して演じ

てもらったが，日常会話よりもやや誇張された高

さ・低さだったと思われる． 

③  包括的な採点基準の理解の不足：画像上では前回よ

りピッチ曲線が重なり合って見えたにも関わらず，

スコアが下がった例があった． 

 従って，今回の実験では以下の二つの数値から本教材の

練習効果を考察する： 

 ⑴ 3 回録音された練習音声のうち，2 回目あるいは 3 回

目どちらかの点数が 1 回目の点数より高ければ，練習

効果に良い影響があったと判断する．この基準の場合，

80.5%のタスクにおいて参加者の練習効果があったと

示された． 

 ⑵ 2 回目・3 回目のスコアの平均値が 1 回目の点数より

高ければ，一定の練習効果がみられたと判断する．こ

の基準の場合，64.4%のタスクにおいて一定の練習効

果があったと示されている． 

 ⑴と⑵の結果を総合的に鑑みると，本研究で開発した終

助詞のデジタル教材は日本語学習者に一定の練習効果があ

ると考えられる． 

https://wss20200202.wixsite.com/shujoshi
https://wss20200202.wixsite.com/shujoshi


 

 なお，アンケート終了後の参加者へのインタビューによ

り，声や音に関する訓練を受けた経験のある人（外国語の

音声学の講義受講経験や楽器の演奏経験など）やアフレ

コ・歌が得意な人の場合，モデル音声を聞きながらピッチ

曲線を見て自分の発音を調整するスキルが高い傾向にあり，

スコアが上がりやすいことがわかった．一方で，そういっ

た訓練を受けた経験がなかったり，音感に特に敏感ではな

い参加者はイントネーションの聞き分けが苦手な傾向にあ

り，ピッチ曲線の可視化を見て自分の音声とモデル音声に

差異が存在していることがわかったとしても，どのように

発音を調整すればモデル音声に近づき正しいイントネーシ

ョンになるのかわからないなど，スコアを上げにくいよう

だった．今回，実験中に参加者が終助詞のイントネーショ

ンを明らかに間違えている場合， 1 回目の後のみ実験者が

口頭で指摘と説明を行ったところ，効果が見られたため，

スコアを上げにくい学習者には教師が関与し助言を提供す

れば，スコアがある程度上げられることが示唆された． 

5.2 アンケート  

 アンケートでは教材への評価と改善点などを尋ねた．そ

れらに加え，参加者らのこれまでの終助詞の学習経験も尋

ねた（図 5, 図 6）．今回の実験参加者において，これまで

に終助詞に関する知識を学んだことが「ある」と答えた人

は 16 人，「ない」と答えた人が 5 人．そのうち，終助詞の

勉強方法に関して（複数選択可），「先生からの授業」を選

んだ人は 13 人，「日常会話で身に付ける」を選んだ人は 9

人，「SNS や書籍などによる独学」を選んだ人は 6 人であ

った（図 5）．日本語の授業で終助詞の知識を学んだ人がほ

とんどで，日本に留学などで滞在経験のある学生であれば，

教師や同級生と日本語で日常会話をしている際に身に付け

る場合もあった． 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 過去に終助詞を学んだ方法について 
 

 本実験に参加する前の終助詞の知識の理解度に関して，

16 件の回答があった．「終助詞の全体の把握度に関する自

己認識」の平均値は 5 段階中 3.31，「終助詞の文法の把握度

に関する自己認識」の平均値は 5 段階中 3.38，「終助詞のイ

ントネーションの把握度に関する自己認識」の平均値は 5

段階中 3 であった（図 6）．これらの回答から，なんらかの

終助詞学習経験を持つ参加者が多かったものの，特にイン

トネーションに関してはあまり理解度が高くなく，適切な

イントネーションの使い分けなどを学習する機会が少なか

ったことが窺える． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
            

今回の終助詞の動画教材に対する評価，イントネーショ

ン練習に対する評価，および今後の本教材への使用意欲に

ついて，3 問ともポジティブな評価であった．「終助詞の動

画教材への評価」の平均値は，7 段階中 6.14，「イントネー

ションの練習への評価」の平均値は，7 段階中 6.43，「今後

も本教材を使用し続けたい意欲」の平均値は 7 段階中 6.24

であった（図 7）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 過去の学習経験と本教材との比較について，終助詞の

学習経験と比較した人が 16 人，終助詞の学習経験が特にな

く日本語の学習経験全般と比較した人が 5 人であった．ど

ちらのグループからも本教材はポジティブな評価を受けた．

「終助詞の学習経験と比較したグループ」の平均値は 5 段

階中 4.4，「日本語の学習経験全般と比較したグループ」の

平均値は 5 段階中 4.38 であった．過去の学習経験と比較し

た結果，今回の動画教材＋イントネーション練習タスクの

形式が高く評価されたことがわかった（図 8）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 実験参加前の終助詞の理解度に関する 

自己認識（5 段階） 

図 8 過去の学習経験との比較（5 段階） 

図 7 動画・発音練習・今後の使用意欲への評価（7 段階） 
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 アンケートの自由記述欄とインタビューから得られた教

材への具体的なコメントについて，「動画が面白い」，「一人

でも練習できる」，「イントネーションの可視化が素晴らし

い」，「自分のイントネーションが見えるから，改善すべき

点が分かりやすくなる」などのポジティブな意見が多数見

られた．一方で，「モデル音声と同時に読み上げましたが，

始まりの部分のピッチ曲線がなかなか合わない」，「男女の

トーンの高さが違いますからモデル音声も男女の声を両方

とも提供した方がいい」，「モデル音声を聞いて自分の録音

とイントネーションなどが違うことはわかるけど，どうし

てもうまく真似が出来なく困る」などの意見ももらった．

これらの意見を踏まえ，教材改善としてモデル音声の差し

替えや追加を行った．また，教師による授業内での利用な

ど，教材使用開始段階では必要に応じて更なる助言を提供

できる環境での利用も有効であると思われる． 

6. まとめ 

 本研究では，日本語テレビドラマ台詞コーパスの分析結

果を元に，汎用性と必要性の高そうな終助詞の用法を選定

し，説明テキストと教材動画を作成した．また，教材動画

の例文をベースとして，音声教材を構築できるオーサリン

グシステムによりイントネーション練習のタスクを作成し，

動画とともに総合的な終助詞のデジタル教材としてウェブ

サイトにまとめた．実験結果により，本教材は中～上級の

日本語学習者に一定の練習効果があることが明らかになっ

た．しかし，音声に関する訓練経験などが少ない人に対し

ては，教師の介入も重要となりそうなことがわかった．ま

た，教材の改善点として，モデル音声はより日常会話に近

い自然なイントネーションで設定する必要があることがわ

かった． 
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